
IoTで工場の温度管理を徹底。
付加価値の高いモノづくりを目指す

　鉄道・航空関連の工作機械部品の
加工を主力とする倉品鐵工では、IoTを
活用した温度可視化システムを2019年
に導入。温度の記録作業を自動化した。
　「高精度の加工品を作るために大切
な要素となるのが温度です」と倉品専
務。同社は厳密な精度が求められる加
工の仕事が多く、わずかな温度差で製
品の寸法が伸び縮みすることから、工
場内の温度を一定状態に保つことが
重要だという。「以前は現場の人間が
作業を中断して温度を測定・記入し、状
況を把握していました。作業者が製造
に集中するために、これらの手間を減ら
したいというのが導入した理由です」。

　システムはIT関連で交流のあった川
俣氏と共同開発した。工場内の多点
に温度センサーを設置し、温度を自動
記録。収集したデータを社内のサー
バーに取り込み、工場内に設置した大
型モニターに表示する。これによりダッ
シュボード画面で現在の温度環境を見
える化し、グラフ画面で温度変化の傾
向を把握できるようにした。
　また、天井ファンやサーキュレーター

を使いながら空調を強制対流させるこ
とで、短時間で工場内の温度の均一
化を実現。設定した温度値の上限・下
限を超えるとスマートフォンなどにア
ラートメールが通知され、社外でも温度
環境の異常を検知できるようにした。
「気象データも取得しているため、天気
予報を見ながら空調の負荷が低い日を
狙って、高精度が求められる仕事をす
るように生産計画を立てるという工夫
もしています」。

　システム導入後は作業者が業務に
集中できるようになり、生産性が向上。
温度の見える化と空調管理によって
電力使用量が削減され、省エネルギー
化に繋がった。また、加工時の温度環
境のデータを顧客に提出できるように
なったことで、トレーサビリティの保証に
も繋がり、品質基準に厳しい大手メー
カーからの信頼度が向上するなど大き
な成果を得られた。
　今後は小型PCなどを使い、エアコン
による温度調整をリモートでできるように
したいという倉品専務。さらに各工程の
作業時間の見える化、生産計画の作
成などにIoTを活用することも考えてい
る。「システム化することが目的ではなく、
私たちが目指しているのは“人が付加価

値の高い仕事に集中できるようにする”
ということです。そのために必要な改善
道具の一つとして、これからもさまざまな
技術を活用していきたいと思います」。
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有限会社倉品鐵工

高精度の加工に欠かせない
温度測定と記録を自動化

IoTは付加価値の高い仕事に
集中する改善道具の一つ

大型モニターで温度環境や
温度変化の傾向を把握

高い技術力で工作機械・産業機械の各種部品加工を手掛け、顧客からの信頼に応えている
倉品鐵工。高精度の加工品を作るために重要とされる温度管理をシステム化し、成果を上げ
ている。

元 気 な 企 業 の
ビ ジ ネ ス に
注 目！

F I L E

×

新潟新潟
がんば

る

NIIGATA SUCCESS

付加価値の高い仕事に集中
することを目的に掲げ、
IoTを活用

システム導入で、生産性向上・
省エネルギー化・高品質・
トレーサビリティ保証を実現

ここが ポ イント

「温度環境を見える化したことで、
品質と温度の関係性について社
員の意識付けにつながりました」
と倉品専務（写真左）。「今後も細
かくアップデートをしながら、使
いやすいシステムにしていきた
いと思います」と、システム開発
を担当した川俣氏（写真右）。

■ 工場内の温度状況の変化

温度センサー ダッシュボードとグラフで可視化

NICOクラブ会員
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念願の国内初の船上デジタル秤、
まもなく製品化

　田中衡機工業所は様々な産業で使
われる秤の開発・製造・販売・メンテナ
ンスを手掛けている。同社が新たに開
発したのは、船上用のデジタル秤「デジ
タフオーシャン」だ。
　通常、デジタル秤は安定した水平の
場所で使わなければ正確な数値を出
すことはできない。そのため波の影響を
受ける不安定な漁船では、長年機械
式の秤が使用されてきた。
　しかし、機械式秤を船上で正確に扱
うには相当な熟練が必要なため、誰で
も簡単に使えるデジタル秤へのニーズ
は以前からあった。田中社長は「20年
程前から要望はありましたが、当時は力
不足もあって開発には至りませんでし
た。ですが船上の機械式秤は長年当
社が提供してきたので、後続機種も自
分たちで作りたいという思いをずっと抱
いてきました。そして今、優秀な人材や
ノウハウも増えたので量産化に向けて
更なる改善が出来る様になりました」と
振り返る。

　海上では船の揺れ方によって２G程
度の加速度がかかることもあり、計測
結果も増えてしまう。技術面での最も
高い壁は、それをリアルタイムで補正し
て正確な重さを表示する新しいはかり
の開発だった。

　担当した天野課長は「社内には長
年様々な秤の開発を手掛けてきた師
匠とも言える先輩がいて、その先輩から
アドバイスをもらったり、一緒に船に
乗ってもらったりしながら開発を進めま
した。現場に行ってみると、波の他に船
のエンジンの振動も影響を受けること
が分かるなど、現地での検証の重要性
を再認識できた」と話す。

　2019年、試作機を展示会で初披
露すると反響は大きく、予想以上に広
い業種が興味を示してきたという。営
業の坂田氏は「漁業関係だけでなく養
殖関係、海洋資源関係と様々なお客
様からご興味を持っていただき、『こう
いうものが欲しかった』と喜ばれるご意
見が多く営業としても手応えを感じて
います」と話す。
　同年NICOのイノベーション推進事
業を活用し製品化に向けた基盤の開
発をさらに加速。この夏には量産タイプ
の一号機が完成予定だ。「労働人口
の急激な減少に伴い、生産現場では
計量機器を維持管理できる人材が激
減しています。正しい計量を維持するこ
とはものづくり産業全体の基本なので、
我々は他業界以上に危機感を持って
います。今後はIoTを駆使した技術開
発への挑戦も行い、”正確な計量値”を
提供し続けたい」と語る田中社長。デ
ジタフオーシャン製品化の先には、IoT
活用による新たな挑戦を続けてゆく。

国内初の船上用デジタル
秤「デジタフオーシャ
ン」。現在、船上用デジタ
ル秤を製品化しているの
は海外に1社のみ。メンテ
ナンスも必要な機器だけ
に、国産の製品は念願
だった。

開発にあたってはエンジニアが実際に漁船に乗ったり、国や県
の調査船に設置してもらったりしながらデータを取り、研究を
重ねた。

船上で水揚げした魚の重量を測定。常に変化する波の揺れ
の中でも計測を可能にした技術は特許を申請中だ。

2019年8月と翌年2月にシーフードショーに出展し、初披露。
「想像以上に多くの反響があった」と坂田氏は当時を振り返る。

20年前は挑戦できなかった
船上デジタル秤の開発へ

常に揺れている環境で
瞬時に正しい重量を表示

受け継がれてきた秤の文化を
最先端の技術で守る

田中衡機工業所は明治36年創業のはかりメーカー。
国内初の船上用デジタル秤の開発に成功。
製品化に向けた準備は山場を越え、待望の製品化まであと一歩だ。

NICO支援策を
活用してチャレンジ ！

新規性の高い技術等の研究開発事業、独自の
技術・アイデアによる画期的な製品開発などに
より高付加価値化を図ろうとする取組みに対し、
開発から販売プロモーションまでの一貫事業に
要する経費の一部助成を行う。

NICO支援
メニュー コ レ

を活用 ！

〒959-1145 三条市福島新田丙2318-1
TEL.0256-45-1251
FAX.0256-45-2204　
URL https://www.tanaka-scale.co.jp/

株式会社
田中衡機工業所

イノベーション推進事業

NICOクラブ会員

開発部 新技術課 課長

天野 洋継 氏
代表取締役社長

田中 康之 氏
戦略営業部

坂田 大介 氏

エアコンや機械の周辺に温度センサーを設
置し、記録作業を自動化。温度はリアルタイ
ムで監視され、社外でも異常をすぐに検知
できる。

空調の強制対流で
温度を均一化し、
工場内に最適な仕
上げ環境を作って
いる。
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